
                         

                         

社 

頭 

所 

感 天
祖
神
社
宮
司 

齊
藤
泰
之 

夏 

越 

大 

祓 

大
祓
と
は
、
一
年
を
二
つ
に
分
け
て
六
月
と
十
二
月

に
行
う
日
本
に
古
く
よ
り
伝
わ
る
神
事
で
す
。 

六
月
三
十
日(

六
月
晦
日)

に
行
う
夏
越
大
祓
は
、
十

二
月
三
十
日(

十
二
月
晦
日)

に
対
し
て
前
の
半
年
の
最

終
日
に
あ
た
り
ま
す
。
大
晦
日
が
新
年
を
迎
え
る
た
め

に
大
切
な
日
で
あ
る
よ
う
に
、
六
月
晦
日
も
神
様
に
前

半
の
間
の
無
事
を
感
謝
し
、
残
り
後
半
の
無
病
息
災
を

願
い
穢

け
が
れ

を
祓
う
大
切
な
日
な
の
で
す
。 

夏
越
大
祓
の
方
法
は
、
形
代

か
た
し
ろ

と
い
う
紙
に
息
を
吹
き

か
け
穢
れ
を
移
し
て
水
に
流
す
方
法
と
、「
茅
の
輪
く
ぐ

り
」
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

茅
の
輪
く
ぐ
り
と
は
、
神
社
境
内
に
大
き
な
茅
の
輪

(

神
輿
連
合
会
有
志
の
皆
様
に
よ
っ
て
奉
製
さ
れ
ま
す)

を
作
り
、
そ
れ
を
く
ぐ
る
こ
と
で
穢
れ
を
祓
い
身
を
清

め
ま
す
。 

当
社
で
は
六
月
三
十
日
、
午
後
六
時
よ
り
夏
越
大
祓

を
執
り
行
い
ま
す
。
形
代
は
当
日
ま
で
に
お
納
め
願
い

ま
す
。 

式
典
後
、
社
務
所
大
広
間
に
て
簡
単
な
つ
ま
み
と
飲

み
物
を
お
出
し
す
る
直
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
下
さ
い
。 

皆
様
方
の
限
り
な
い
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 
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上神明 
 



荏
原
消
防
団
第
四
分
団 

消
防
操
法
審
査
会
開
催
に
つ
い
て 

 

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
荏
原
消
防
団
消
防
操
法
審
査
会

が
来
る
六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

第
四
分
団
新
分
団
長 

鹿
野 

順
様
を
先
頭
に
三
月

十
日
よ
り
神
社
前
路
上
で
操
法
訓
練
を
始
め
ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
健
闘
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

宮
司 

           
 
 

初 

宮 

参 

り 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
以
降
、
初
宮
参
り
に
当
社
を
ご

参
拝
な
さ
れ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
列
記
し
、
神
さ
ま
の

ご
加
護
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

・
森
谷 

優
翔 

君 
 

・
小
渕 

聡
太
郎 

君 

 

・
北
村 

 

烈 

君 
 

・
林 

 

諒
太 

君 

 

・
成
田 

咲
希 

ち
ゃ
ん
・
田
中 

 

樹 

君 

 

・
庄
司 

勝
利 

君 
 

・
野
口 

花
純 

ち
ゃ
ん 

  

                           

弁
天
池
に
錦
鯉 

 

弁
天
社
下し

た

の
龍
神
池
に
錦
鯉
の
放
流
を
し
ま
し
た
。

ま
だ
試
験
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
泳
ぐ
鯉

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

                           

《
総
代
会
総
会
の
お
知
ら
せ
》 

来
る
、
五
月
二
十
八
日
（
木
）
に
総
代
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。 

昨
年
度
、
事
業
報
告
・
決
算
報
告
並
び
に
今
年
度
、

予
算
案
審
議
・
事
業
計
画
案
審
議
を
行
い
ま
す
。 

期
間
限
定 

御
朱
印
で
賑
わ
う 

 

御
朱
印
は
神
社
仏
閣
で
参
拝
者
向
け
に
押
印
さ
れ

る
印
章
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
最
近
で
は
御
朱
印
帳
を

持
ち
寺
社
を
巡
る
方
が
増
え
て
い
て
、
秘
か
な
ブ
ー
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
社
で
は
季
節
ご
と
の
限
定
御
朱
印
を
授
与
し
て

お
り
、
期
間
中
は
多
く
の
御
参
拝
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

生
命
の
言
葉(

五
月) 

是
非
の
初
心
を
忘
る
べ
か
ら
ず 

時
々
の
初
心
を
忘
る
べ
か
ら
ず 

老
後
の
初
心
を
忘
る
べ
か
ら
ず 

 
 
 
 
 
 
 

      
 
 

世
阿
弥 

 

 

物
事
を
は
じ
め
た
未
熟
な
こ
ろ
の
初
心
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
段
階
に
お
け
る
初

心
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
老
境
に
入
っ
た
時
の
初

心
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
人
生
は
常
に
新
し
い
初

心
と
の
遭
遇
で
、
こ
れ
ら
初
心
の
積
み
重
ね
が
無
限

の
可
能
性
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。 

  

世
阿
弥(

ぜ
あ
み) 

 
 

一
三
六
三
―
一
四
四
三
。
室
町
前
期
の
能
役
者
。 

 
 

政
府
の
保
護
を
受
け
父
で
あ
る
観
阿
弥
と
共
に

猿
楽
能
を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
能
の
脚
本
で
あ
る

謡
曲
を
数
多
く
記
し
、「
風
姿
花
伝
」
を
は
じ
め
優

れ
た
能
楽
の
芸
術
評
論
書
を
著
し
て
能
の
神
髄
を

明
ら
か
に
し
た
。 



春
の
日
ざ
し
に
包
ま
れ 

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
弁
天
社
例
祭 

 

四
月
十
二
日
午
前
十
一
時
よ
り
弁
天
社
例
祭
が
斎
行

さ
れ
、
近
郷
近
在
か
ら
訪
れ
た
参
詣
人
で
賑
わ
い
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

式
典
終
了
後
境
内
に
て
甘
酒
の
接
待
が
あ
り
、
社
務

所
大
広
間
に
て
、
表
千
家 
西
澤
社
中
の
皆
様
に
よ
る
呈

茶
の
接
待
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

        

 

弁
天
社
例
祭
記
帳
ご
芳
名(

敬
称
略 

順
不
同) 

              

こ
ど
も
の
日
を
祝
し
て 

神 

輿 

巡 

行 

 

二
葉
三
丁
目
町
会(

会
長 

上
村
和
雄
様)

で
は
、
こ
ど

も
の
日
を
祝
っ
て
神
輿
の
巡
行
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

・
子
供
神
輿
巡
行 

午
後
一
～
午
後
三
時
迄 

 
 

出
発 

目
黒
信
用
金
庫
前 

参
加
費 

無
料 

 

※
参
加
い
た
だ
く
に
は
二
葉
三
丁
目
の
こ
ど
も
半
纏

を
町
会
役
員
に
事
前
に
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
、

当
日
三
丁
目
会
館
で
貸
出
し
を
受
け
て
下
さ
い
。 

 

・
大
人
神
輿
巡
行 

午
後
五
時
～
午
後
八
時
迄 

 
 

出
発 

二
葉
三
丁
目
会
館
前 

 

※
大
人
神
輿
の
参
加
は
、
二
葉
三
・
二
葉
四
・
戸
越

六
・
豊
五
・
豊
六
・
上
蛇
會
の
半
纏
を
着
用
願
い

ま
す
。
又
、
足
袋
ま
た
は
裸
足
で
担
い
で
下
さ
い
。

雪
駄
・
サ
ン
ダ
ル
は
お
断
わ
り
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

             

                         
 

月 

次 

祭 
 

当
社
で
は
毎
月
一
日
午
前
七
時
よ
り
、
そ
の
月
の
氏

子
の
皆
様
の
家
内
安
全
を
祈
る
月
次
祭
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。 

当
日
は
御
神
前
に
て
祭
儀
を
厳
修
し
参
列
者
一
同

で
「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、
次
い
で
社
務
所
に
て
「
朝

粥
」
を
食
し
歓
談
い
た
し
ま
す
。 

 ★
三
月
一
日
に
参
列
な
さ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名 

草
柳
洋
一
様
、
礒 

昭
夫
様
、
佐
藤
武
利
様
、 

野
秋
く
に
様
、
柴
田
よ
し
子
様
、
柵
木
ヒ
サ
様
、 

吉
田
あ
つ
み
様
、
千
葉
信
昭
様
、
小
山
裕
史
様
、 

櫻
井
崇
博
様
、
川
瀬
次
夫
様
、
井
渕
良
子
様 

工
藤
秋
光
様 

 ★
四
月
一
日
に
参
列
な
さ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名 

草
柳
洋
一
様
、
谷
川 

寛
様
、
貝
塚
克
美
様
、 

野
秋
く
に
様
、
青
柳
富
子
様
、
白
土
政
枝
様
、 

吉
田
あ
つ
み
様
、
柵
木
ヒ
サ
様
、
冨
田
登
美
子
様
、 

髙
須
み
ち
よ
様
、
川
瀬
次
夫
様
、
井
渕
良
子
様
、 

工
藤
秋
光
様 

金
弐
萬
円 

青
木
文
栄
様 

金
壱
萬
円 

温
井
賢
伸
様 

井
村
明
子
様 

 

齊
藤
恭
子
様 

齊
藤
朋
子
様 

金
伍
千
円 

 

太 

田   

明
様 

川
島
忠
雄
様 

小
山
裕
史
様 

豊

川

恭

弘

様 

尾

内

正

行

様 

西

澤

社

中

様 

金
参
千
円 

 

湯

浅

陽

子

様 

五
十
嵐
順
子
様 

  

〃 

悦
子
様 

 

加
藤
里
実
様 

 

牧
山
信
行
様 

金
壱
千
円 

 

野

秋

く

に

様 

 

加

藤

和

子

様 

 

小
田
部 

直 

様 

岡 

村     

様 

金
五
百
円 

石 

井  

正 

様 

 



端
午
の
節
句 

端
午
の
節
句
は
も
と
も
と
中
国
で
五
月
五
日
に
、
薬

草
や
菖
蒲
な
ど
で
厄
祓
い
を
し
た
こ
と
に
由
来
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
風
習
が
平
安
時
代
に
日
本
に
伝
わ
り
、
武
士
の

時
代
に
は
「
菖
蒲
」
と
「
尚
武
」
を
か
け
て
、
武
を
尊

ぶ
節
目
と
し
て
祝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

現
在
の
よ
う
な
か
た
ち
と
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代

の
こ
と
で
「
鯉
の
ぼ
り
」
や
鎧
、
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

、
武
者
人
形
な

ど
を
飾
っ
て
男
の
子
の
成
長
と
立
身
出
世
を
願
う
行
事

に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
も
当
社
拝
殿
に
「
鎧
飾
り
」
を
飾
り
ま
し
た
。

ご
参
拝
の
際
に
ご
覧
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。 

           

各
地
区
敬
老
ク
ラ
ブ
の
境
内
清
掃
奉
仕 

毎
月
十
日
は
各
地
区
敬
老
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
よ
る
境

内
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
月
も
各
地
区

よ
り
皆
様
が
集
ま
り
境
内
の
清
掃
奉
仕
を
な
さ
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

三
月
十
日
に
御
奉
仕
な
さ
れ
た
方
々
の
ご
芳
名 

二
葉
三
丁
目 

 

庄
田 

ア
ヤ
様
、
川
島
美
代
子
様 

豊
町
五
丁
目 
 

阿
部
イ
キ
子
様
、
佐
久
間
梅
子
様 

二
葉
四
丁
目 

 

井
川 

て
る
様 

戸
越
六
丁
目 

 

酒
井
レ
イ
子
様
、
広
瀬
ひ
ろ
子
様 

豊
町
六
丁
目 

 

若
山
美
智
代
様
、
日
向 

洋
子
様 

 
四
月
十
日
に
御
奉
仕
な
さ
れ
た
方
々
の
ご
芳
名 

豊
町
六
丁
目 

 

細
田 

良
子
様
、
鈴
木 

 

光
様
、 

豊
町
五
丁
目 

 

塚
田
サ
チ
子
様
、
斉
間 

良
江
様 

戸
越
六
丁
目 

 
長
倉 

康
子
様
、
角
木
千
鶴
子
様 

二
葉
三
丁
目 

 

池
田
不
二
江
様 

二
葉
四
丁
目 

 

小
林 
英
子
様
、
田
母
神
英
子
様 

       

                

《 

神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
》 
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務
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○
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三
七
八
二)

一
七
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三(

三
七
八
二)

一
七
一
一 

一
日
十
五
日
は
氏
神
様
に 

 
 
 

お
参
り
い
た
し
ま
し
ょ
う 

 

駐
車
場
空
あ
り
ま
す 

東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年 

復
興
祈
願
祭
斎
行 

  

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
早
四
年
。
被
災
地
の
方
々
の
心
の
安

穏
と
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
願
い
、
復
興
祈
願
祭

を
執
り
行
い
ま
し
た
。 


